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2 建物概要
建築概要および軸組図を表2、図2に示す。詳細は

既報2）に記しているので本稿では割愛する。

平成19年新潟県中越沖地震における
小千谷市内免震建物の地震観測記録

特 別 寄 稿
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1 はじめに
平成19年（2007年）7月16日10時13分頃、新潟県上

中越沖を震源とする地震（平成19年新潟県中越沖地

震）が発生した。気象庁によると、この地震の諸元1）

は表1の通りである。また、本震時の震度分布1）を

図1に示すが、新潟県柏崎市、刈羽村、長岡市、長

野県飯縄町では震度6強を観測した。

この地震における新潟県小千谷市の震度は5強～6

弱であった。市内に建つ免震建物（小千谷総合病院

老人保健施設「水仙の家」）では、地震計によって地

震記録が観測されたので、速報として報告する。な

お、本建物は2004年新潟県中越地震時にも地震記録

が得られ、充分な免震効果が確認されたことは、既

報2）の通りである。

図1 震度分布

図2 軸組図

写真1 建物全景

表1 地震の諸元
表2 建築概要
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3 地震記録
免震建物の免震層下部（免震ピット階）での加速度

波形、速度波形、減衰定数5％応答スペクトル（擬似

速度、加速度）を図3、図4に示す。今回の地震は告

示1461号の「稀に発生する地震」と「ごく稀に発生

する地震」の中間程度の強さである。

免震層下部と上部（1階）での加速度記録の比較を

図5に示す。最大加速度は、NS成分では0.47倍、EW

成分では0.78倍、UD成分では1.2倍となっている。

図6に免震層の変位軌跡を示す。免震層変形は

0.05Hz以上のハイパスフィルターを周波数軸上で施

した後積分して求めた。免震層変形はNS方向、EW

方向でそれぞれ5.5cm、6.4cmであった。

図4 擬似速度スペクトル、加速度スペクトル
L1：国土交通省告示1461号「稀に発生する地震」
L2：国土交通省告示1461号「ごく稀に発生する地震」
I ：道路橋示方書レベル2地震動（タイプII），I種地盤
II ：道路橋示方書レベル2地震動（タイプII），II種地盤
III：道路橋示方書レベル2地震動（タイプII），III種地盤

図3 免震層下部観測波形
上から順に、加速度波形（NS、EW、UD）、速度波形（NS、EW、UD）



4 まとめ
平成19年新潟県中越沖地震における免震建物の地

震観測記録から、免震装置により水平方向の加速度

が低減されたことが確認できた。また、地震後、内部

什器を含め建物に被害がなかったことを付記する。

なお、本建物は3年前に震度6強（観測最大加速度

808gal）の新潟県中越地震およびその余震多数を受

けており、本記録は、大地震を経験した免震装置が

その後の地震でも有効に機能することの実証例とな

るものである。
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図5（a） 観測波形（NS方向）

図5（c） 観測波形（UD方向）

図5（b） 観測波形（EW方向）

図6 免震層の変位軌跡

表3 最大加速度比


